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保護者による評価








Ａ環境面


・職員数・スペースは適切と思って頂けている。








Ｂ児童への支援内容


・活動内容が固定化しやすい点のご理解はされているが、長期休みの工夫が求められている。








Ｃ事業所からの情報発信


・満足を得られている。良好と感じてもらえている。





Ｄ非常対応


・マニュアル・避難訓練の実施について、伝わっていない保護者もいる。





職員による自己評価








Ａ環境面


・職員数は適切。スペース・バリアフリーについても概ね適切。





Ｂ児童への支援内容


・適切に行えている意見がある一方、「どちらともいえない」「無回答」と改善の余地がある。非常勤職員への伝達もしきれていない。


・安全面を優先するため、マンネリ化しやすい。





Ｃ関係機関との連携


・学校との連携はできているが、卒後の施設を含めた他施設との繋がりは少ない。





Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


・職員としては、関係が築けている認識。





Ｅ非常対応


・マニュアルの整備・避難訓練は行えている。





事業所内での分析





【共通点】


・環境面・支援内容は概ね適切。


・保護者との関係は良好に保てている。


・活動が同じ内容になりやすい。








【相違点】


・非常時対応への認識にずれがある。周知度も職員と保護者にずれがある。















































分析・検討してみて…











事業所の強み





事業所の改善点





・　非常時対応の周知が必要。（マニュアルを配布、避難訓練の日程を周知するなど）


・　プログラムの改善余地がある。


・　関係機関との関係づくりが必要。





利用者は楽しく過ごせている。


保護者と情報を共有し、良好な関係を築けている。


環境面・支援内容に概ね良い評価をいただいている。














避難訓練実施について、家族への周知が必要。


継続して保護者との良好な関係が維持できるよう、日頃からコミュニケーションや情報伝達に努める。


多様なプログラム構成ができるよう、プログラム構成・準備に非常勤職員を含めて検討し、業務の「見える化」に繋げていく。





事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


保護者との良好な関係を維持できるように、コミュニケーションを図り、継続していきたい。


情報周知が不十分であったり、プログラムの多様化が必要とされている。子供たちに耳を傾けるとともに、プログラム構成により多くの職員が加わり工夫していきたい。








